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達生堂グループと４自治会で防災訓練
　達生堂グループと地元自治会で組織する結城市の北

西部自主防災組織（大里克友会長）は６月 21日、通

所リハビリセンター茶釜の湯で防災訓練を行いまし

た。講師に結城消防署員と鈴木勇防災士を招き、防災

に対するふだんの心構えを学んだあと、心肺蘇生法や

AEDの使い方などを学びました。

　達生堂グループは 2018 年、阪神淡路大震災や東日

本大震災を教訓に、地元の逆井、上の宮、上海道、五

助の 4自治会で組織する北西部自主防災組織と「災

害時等における対応に関する協定」を締結。大災害発

生時に城西病院や社会福祉法人達生堂と地元自治会と

の協力・連携について取り決めました。防災訓練は、

協定に基づき年 1回開き、訓練を行うとともにいざ

という時の備えを積み重ねています。

　鈴木防災士は、阪神淡路大震災などの経験から、非

常用トイレや更衣室等の防災グッズを紹介。大震災時

に停電になるケースが多く、自宅でも地震で電気が遮

断される工夫を紹介しました。

　引き続き、結城消防署員の指導で、胸骨圧迫による

救命措置や AEDの使い方を学びました。

　参加者は、３つのグループに分かれ、胸骨圧迫を１

分間にわたって体験。要救助者を見つけた時、周囲に

助けを求めて AED を利用する手順や負傷者の移動方

法などを学んでいました。
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